
アカデミーヒルズ

アカデミーヒルズは、森ビル株式会社の文化・教育機関の核として 1996 年に開設。自律的に自立する個人の

支援”をミッションに「Roppongi Biz」「石倉洋子グローバルゼミ」 「日本元気塾」「六本木アートカレッジ」などを

運営する「スクール事業」、会員制ライブラリーを運営する「ライブラリー事業」、貸しホール・会議室を運営する

「フォーラム事業」の 3つの機能を軸に都市生活者に「知的活動の場」と「教育の機会」を提供しています。

ライブラリー事業は、2003 年の六本木ライブラリーを開業以来、“「組織の時代」から「個人の時代」へ自由な個

人が、ネットワークを広げ、情報を交換し、イノベーションを生む場”をコンセプトに、組織を離れた自由な個人

が企業や学校と自宅の間に持つ上質な場として、空間やサービスのほか、様々なイベントを提供しています。

ライブラリー事業コンセプト：

企業や学校など組織を離れたメンバー同士が自由な個人として、ネットワークを広げ、情報を交換する場

アークヒルズライブラリー
“人と人、人とエリアが交流・交換し、イノベーションを生む場”

2013年 7月開業

◆朝 7時から深夜 24時まで開館

◆メンバー1,300人予定 ◆席数 170席 ◆書籍 1,500冊

◆メンバーと街に集う人々や企業・団体が交流・交換をするイベントを実施

（参考）アカデミーヒルズ ３つのライブラリーの概要

六本木ライブラリー“働く”場が進化

平河町のエリア特性に合わせ

シェアード・オフィスという機能に特化

六本木ライブラリー
“学ぶ” “働く” “ネットワークを広げ、情報を交換する”

2003年 4月開業

◆朝 7時から深夜 24時まで開館

◆メンバー3,000人 ◆席数 332 席 ◆書籍 12,000冊

◆六本木・平河町ライブラリーメンバー限定イベント 年 50回

◆メンバーズコミュニティ（メンバーの自主的サークル）11 サークル

平河町ライブラリー
上質なビジネス空間 シェアード・オフィス

2010年 7月開業

◆朝 8時から夜 23時まで開館（土日祝夜 21時まで）

◆メンバー300 人 ◆席数 121 席 ◆書籍 2,000 冊

◆平河町ライブラリーメンバー対象イベント

六本木ライブラリーの“学ぶ” “働く”

“ネットワークを広げ、情報を交換する”場が進化

街と街に集う人々ともネットワークと情報を交換

情報交換を強化

“働く”場がさらに進化

時代と街とともに進化し続ける

ライブラリーへ



“企業や学校など組織を離れたメンバー同士が自由な個人として、ネットワークを広げ、情報を交換する場”

をコンセプトに 2003 年 4 月、六本木ヒルズ森タワー49 階に世界で類をみない会員制ライブラリーとして開業

した六本木ライブラリー。

メンバー属性は男女比が２：１、年齢は 30 代が一番多く 40％強、続いて 40代と 20 代が 20％前後です。

アンケートによると、全体の約85％が職業を持つビジネスパーソンで、利用目的は「キャリアアップや資格取

得のための勉強」が最も多く、また 3 人に 1 人が「仕事」を利用目的にしています。一方で「本、雑誌を読む

(40％)」や「ゆっくり過ごす(20％）」をあげる人も多く、職場でも家でもない第三の場所での時間と空間を大切

にする傾向がみえます。

【利用状況】

.

【利用目的】
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0

5

10

15

20

25

30

35

勉強（キャリアアップ・資格試験等） ゆっくりと時間を過ごす（読書、気分転換、プライベートな時間を過ごす等） ライブラリーで開催されるセミナー、イベント等 その他

(%)

個
人
で
仕
事

６％

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や

資
格
試
験
の
た
め
の
勉
強

３３％

読
書
、
気
分
転
換
な
ど

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
過
ご
す

２３％ １８％

＊2013年 3 月六本木ライブラリーメンバーアンケート調査より(対象 470 名)
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(参考)六本木ライブラリー 利用者属性
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＊2013年 4 月末現在
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２０代

１７％

年齢

構成４０代

２６％

５０代

１１％

６０代以上 ５％

＊2013年 4 月末現在

会社員

（従業員１００名以上）

４３％

自由業 ４％

コンサルタント（戦略・ＩＴ・人事・会計系等） ４％

士業（医師・弁護士・税理士等） ６％

自営・個人事業

１７％

その他

８％

学生 ３％

教員・研究職 ３％

公務員 ３％

会社員

（従業員１００名未満）

１０％

＊2013年 3 月六本木ライブラリーメンバーアンケート調査より(対象 470 名)



働く人の意識

働き方

社会

ＩＴ

ワーク・ライフ・バランス
仕事と生活の調和を志向

組織から個人へ

個が世界とつながる
世界中の人と働くことが可能な職場、バーチャル空間の登場
組織に縛られず、個人が世界中から、仕事やチームを選び、
好きな時間と空間で働く時代に

グローバル化の進展 →インターネットで世界の50億人が結ばれる

超少子高齢化 →リタイアがなくなり生涯現役

エネルギー・環境問題の深刻化 →空間移動の制限による在宅勤務の増加

‘00 ‘05 ‘10

●‘96インターネット接続事業MIIサービス開始

●‘97都市型会員制SOHO「メディアヒルズ」21森ビルに開設

●‘03会員制ライブラリー
「アカデミーヒルズ六本木ライブラリー」開業

●‘10会員制ライブラリー
「アカデミーヒルズ平河町ライブラリー」開業

バブル崩壊

終身雇用の終焉

就職氷河期

企業のアウトソーシング活発化

派遣労働法改定・派遣範囲の拡大

成果主義を採用する企業の増加

PC1人1台の時代へ ノートPC普及

PHSサービス開始／ケータイの低価

公衆無線LANサービス 高速データ通信サービス

クラウドコンピューティング

スマホ・タブレットの普及

SNS普及

クラウドコンピューティングで
「いつでもどこでもオフィス同様の環境」に
個人が自分が最も働きやすい
空間と時間を選ぶことが可能に

SOHO・テレワークの急増
PCの1人1台化、インターネットの高速化に伴い、
場所・時間・やり方を自分で選び働く「テレワーク」や
「SOHOワーカー」が登場

単純作業から
クリエイティブワークへ
反復作業はパソコンへ移行し
「クリエイティブワーク」へと仕事の質が変化

自由・自分らしさ・自分なりの成功

ミニ企業家・フリーエージェントの増加

家庭に高速インターネット回線普及

IT系SOHOが急増

企業・組織ではない創造的なコミュニティの出現

知識労働者・スペシャリストの増加と継続学習ニーズの拡大

個人の自己表現より
組織の中での調和を重視

お金より価値ある経験

国や企業への依存から自立

‘90

パート・アルバイトの増加

アカデミーヒルズの取り組み

●‘03クリエイターレンタルオフィス「Co-Lab 六本木」25森ビルに開設

‘95 ‘20‘13

テクノロジーの飛躍的な発展
人工知能アシスタントや瞬間翻
訳ツール、バーチャル空間、
アバターなどが登場

世界的な"コワーキング・スペース"ブーム

●‘13会員制ライブラリー
「アカデミーヒルズアークヒルズライブラリー」開業

●‘88アーク都市塾設立(※)

※アーク都市塾：森ビル株式会社 創業者 森泰吉郎が、学習と交流を基礎とし、未来の発展に寄与する人材を育成する目的で 1988 年に設立した社会人向け教育機関

（参考）アカデミーヒルズ ライブラリー事業と世の中の動き


